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シ
ュ
ミ

’ッ
-
ト

の

次

の

言

葉
： 

か
ら
容
易
に
擦
知
す

3
と
ゐ
が
出
來
や
ぅ

;0
.卽
ち「(

^
^
.̂明
瞭

^
る
概
念
^
^
ゆ
原
價
が
物

^
的
に
考
察
せ
ら
れ
た
る
と
き
に

#
‘

.•
ら

れ

る

，.0§

と

な

れ

ば

一

坐jg

物
の
生
產
に
用
ひ
ら
れ
た
る
.
總V

打
財
•
利
用
•
用
役
そ
ル
が
原
.傲な
る
が
故
で
あ
る
。.

る
物
量
的 

觀
察
は
原
傅
の
認
識
と
與
の
鞲
成
を
明
ら
か‘な
ら
し
め
石
。
原
價
稷
月
の
物
量
を
疋
，當
-
に
認
瓢
し
、.
こ
、れ
を
個
々‘の
生
« .
物
に
配.
分
す. 

る
，

V

と

が

第

一

_

で

あ

、
る,'
0

次
ゾ
い
ホ
斯
'く

確

贷

せ

ら

れ

た

る

物

量

t
つ
，
い

て

，
原

揮

償

が

行

は

れ

る

o

原
慣
認
識
を
單
に
價
値
に
か
か 

は
^
し
む
石
匕
と
は
大
な
，る
一
誤
招
き
易
い
。

.
^
と
な
れ
ば
躐
顧
値
の
中
に
總
て
の
詳
細
激
る
事
實
は
隱
蔽
せ
ら
れ
經
營
上
の
幾
多 

の
‘缺
陷
が
注
意
せ
ら
れ
ず
に
終
る
か̂
で
あ
^」

.
と
。-T-

l̂IC

&.tion  
S
4 j^

isp
o
liiik.  S  

22:—

經
營
評
货
の
截
齄
を
，な
す1

は 

,物
的
財
(0.
\浪
耗
度
" <

的
用
役
の
'^
^
'#
加
度
■の
，測
定
で■あ
：

CV、

經
營
者
は
あ
ら
ゅ
る
製
品
及
ぴ
对
輝
上
の
技
術
收
企
畫
^
^
^
る
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總
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接
に
對
立
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し
め
て
綜
合
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■漏
_家
歡
免
錄
私

'

砹
價
要
素
を1

度
經
營
部
門
別
に
綜
合
し
、
.こ
れ
を
棵
‘據
と
わ
て
各
製
品
に
政
價
を
分
散
せ
し
め
る
。
然
る
に
其
の
根
底
た
ろ
！機
能
•原

.

價
の
齋
定
に
際
し
て
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述
の
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き
各
經
營
内
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い
て
の
み
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當
す
る
と
こ
ろ
の
测
度
と
测
度
單
位
惯
値
,(
0
設
定
を
必
-#
と
し
、
測
定
：

.

對
象
そ
の
も
の
入
性
将
が
ら
は
涔
觀
的
忙
其
の
測
定
對
翁
と
の
比
例
性
を
證
明
し
得
.な
い
。
こ
'̂
が
爲
め
實
際
に
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い
て
資
本
全
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の
.

,
運
»
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有
利
な
ら
し
む
る
如
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命
業
經
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政
策
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ゝ
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つ
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影
響
せ
ら
れ
1
こ
と
の
避
け
捋
ら
れ
な
>
場
合
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
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の
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箇
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計
笕
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縛
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隔

し

藤

な

貨

幣

的

.̂ 

價
を
以
つ
て
し
て
は
物
及
，び
給
付
の
變
動
を
測
定
し
そ
の
配
骰
を
決
定
，す
る
こ
と
は
蒂
し
く
困
難
と
‘な

，る
は
當
然
で
あ
る
。
さ
れ
ば
統 

: 

一.ぺ
：:-
';制
»'
'»'
:

_
船
お
廣
-
吃̂
_

^

^

»

_

_

_

を
計
斷
的
藝
_

%響
:^
务
が
_
吹
揭

^

'.
.■•■:ー
;;
'
;
:

,

_

_觀
衫

赞

#

_
1>
^

? >
;

'

;

_

,

ら
く
か
、
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
棵
據
を
有
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
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•
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V
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パ
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_
麵

^

^
湯

鮮

i

讓

(

麵

を
物
量
或
は
時
間
を
以
つ
て
決
定
す
る
計
算
構
造
と
解
'す
る
も
の
.で
あ
•る
。
；测
度
の
.摧
本
的
形
態
は
物
量
及
び
時
[]
,
.
1で
あ
る
。例
へ
，ば
、
 

あ
^
特
殊
鋼
一
‘噸
の
路
解
に
電
力
一
ー
百
キ
口

を
要
し
た
と
ず
.る
と
、
噸
は
测
度
'を
な
しt 

, 一
 

測
度
^
位
で
あ
り
、
沏
度
單
收
惯
値

广
は
電
ガ
九：

百
中
.
.降
為
る
物
*
償
値
；で
あ
名
0̂

•
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*
-
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卿
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#
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1
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秦
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;
が
_
¥:
位
傲
値
.̂
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^

^
«-
で
ぁ
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こ
表 

:
:

:f
e

^

) 

讓
■

■

讓
处
識
薇
赢
じ
.：■
_
量
^

^
隱
的
澈
夏
が
_

れ
^

一

細

艘

激

■
ぼ
陳
的
潸
粍
度
;̂
-勝
定
_
必
漏
騎
で
_
:»
'

:
:麗
_
の
刺
用
龙
辄
；攝

#
汜
ぶ
:1
-

--
-
1'般
爾
枳
翁 

)：：

轉

m

f

.
ば
：蒸
汽
費
着
港
牙
豪
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^

_
黎

^

.
-
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•

沈
#
_

と

作

業

時

間

卽
^
;1
:
:
»賴
間
等
ー
の
:«
れ
如
：が
配
賦
_

_
衡

:;
^

1:
^
$
^

權
像
:<
'
:基
_
«̂

あ
蘭
遗
浦
費
*
と
；ぬ
問
ぬ
於
_
を
嚴
紙
■

冬

施

：

例

：

t

<p 

钱
費
靡
と
_
度
:0
.紘
部
別
.

■
^

に
遲
氣
_
;4
餘
_
奪
於
神
：
-

定
を
行
ふ
こ

と

を

要
す
る
。
然
る
に
こ
の
比
例
關
係
は
單
純
で
な
.い

だ

め

^

く

の

問

題

が

坐

ず

〜

るo

或
る
程
度
迄
ば
設
備
能
力
に
依
# 

し
、
或
る
程
度
迄
.は
機
能
に
依
存
す
る
o
-換
言
す
れ
ば
.作
業
量
と
の
關
係
が
顧
慮
せ
.ら
れ
な
く
，て
は
な
ら
ぬ
a
傳
熱
rl
f
i積
を
興
に
す
る

.
£
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•

.
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.
•
: 

■ 

r 

、
.
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. 
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-
< 

•
 

■ 

• 
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. 

• 
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:1
_
に
較
坟

^
沿
炭
消
費
量

:̂
考

.̂
:れ
ば
察
易

解̂
簽
と
：岑
ろ
セ

^
る

卑

か

ジ

备

問

題̂如

何

ぬ

疋

事

に

：解

決

す
.る
が

が
' 
原

阍

針

箅.

.
-
k
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. 

•
.

上
に
於
け
る
配
賦
の
.合
理
性
.を
決
.定
す
る
上
に
重
大
な
^
關
係
を
持
つ
こ
と
ゆ
業
，々
す
る
迄
も
な
い
と
.こ
ろ
で
あ
る
。

.

:ぬ
評
麗
_
造
.金
分
題
,
る
ど
着
が
出
涞
る
':
0
.
:
.
:

呤
ほ
各
め
«
產
贺
_

^

;-
^
や
で
：̂

^
他
はf

.產
物
を
以
一
：っ

*

も
ひ
で
あ
る
？ 
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Ir
i
r單
位
訃
箅
制
寐
に
關
す
る
恶
干
の
考
察
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' 

/ 

,

.V

.、

芄
ニ 

(

八
三
ニ)

’
前
者
•に
於
い
て
は
原
料
、
勞
務
或
认
は
設
備
の
一
單
位
が
ー
定
坐
產
過
程
を
經
過
し
て
如
何
程
の
坐
產
對
象
を
廣
し
た
か
を
物
理
容 

t
を
以
づ
て
表
明
す
る
の
で
あ
.る
。1

H

作
機
械
工
場
に
於
い
て
一
年
一
工
人
一
毫
の
を
坐
產
す
る
如
含
、
內
燃
機
關
*M
造
工
場 

..に
办
ス
て
一
工
人
一
ケ
月
ニ
茚
瓧
の
生
產
置
を
擧
げ
る
如
き
、
發
電
企
業
に
於
い
て
ダ
ム
に
投
下
せ
ら
れ
た
名
一
立
米
セ
メ
ン
ト
の
發 

、

電
キ
ロ
、
セ
メ
ン
ト
に
於
け
る
ー
齋
の
燒
成
藉
の
ー
ヶ
月
グ
.9
ン
力
ー
也
產
量
、
1
卿
の
鑛
石
が
*五
顿
の
出
魏
を
齋
し
た
る
如
ぎ
は
何
-
 

V
急
の
例
で
あ
る
。
こ
の
糠
め
評
熬
方
法
の
意
韻
は
經
營
の
技
術
的
條
件
に
從
っ
て
各
の
經
營
に
は
特
に
，重
要
&-
る
生
糜
要
潆
が
存
•
 

.在
し
、
其
の
生
康
要
素
の
生
產
性
を
ノ
殊
に
靈
視
す
を
要
あ
る
は
當
然
で
あ
り
、
か
、
る
場
合
に
利
用
せ
ら
れ
る
形
式
で
•あ
る
。
又

-r
ofc

パ
:.〈： 
■ダ.

.̂

^
黑
め
^
こ
の
^
-の
方
法
が
必
要
と
な
夸
で
あ
ら
ぅ
^

^

こ̂
-̂
社
^
は
あ
^
特
殊
の
生
^
要
^
の
能
率
を
浪
定
ず
る
限
り
有
效
て
.

.

ー:-
:
,
-
;
へ：3
ぃ_

驗
_
:
“觀

.
立
方
來
等
々
に
統
一
が
及
い
0.
■從

つ
て
二
要
素
と
他
の
.要
素
と
の
關
係
を
明
ら
か
'な
ら
し
め
な
い
。
各
れ
ば
，財
貨
關
係
を
殊；

に
重
視
す
.

,

.
る
物
動
計
！#
に
對
し
て
は
蜇
要
な
る
資
料
^

^
得
な
い
。
然
し
な
が
ら
他
面
、
價
格
政
策
に
於
.い
て
は
報
獎
制
度
運
營
&
邋
準
と
し
.て

. 

十
分
利
用
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
あ
る
は
落
易
に
思
考
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

.

.

.

.
■

H
' 

.

.

.

. 

. 

'
■
. 

. 

'
 

/
/ 

.:

;;.
•さ
て
’原

位
計
箅
d
m
-ニ 

•の
形
式
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
も
の
ば
、
测
庶
單
位
に
銃一

性
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
ノ
そ
•は
各
生
齑
要
素
の 

,

消
耗
を
物
理
量
或
^
時
間
を
以
つ
て
，

测
矩
し
、
こ
れ
を
製
品
.一
単
位
を
測
‘度

と
し
て
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
出
魏
量
噸
に
つ
い
，て
原
：
 

鑛
石一

*

七
八1

ー
噸
、
石
灰
石
〇
•

七
噸
、••

•

コ
ー
ク
ス
' 1

•〇

五

四

噸

、

熱
風
一
一

•八

〇

九mm
、
勞

務‘四

•
〇

五

時

間

等

々

の

康

現
を
と

.

 

る
.も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
算
に
し
5

定
せ
ら
れ
石
限
り
一
定
設
備
の
高
爐
に
於
いK

1

定
噸
ゎ
銑
を
牛
ー
產
せ
し
む
る
に
要
す
る
原
料
、
，

發
務
所
耍
歆
のS

鮮
は
容
总
と
な
る
。
そ
の
限
り
に
於
い
.べ
物
動
|[
*
帯.
に
寄
與
す
る
と
こ
_
ろ.
尤
で
‘あ.
る
と
去
は
な
く
て
は.
な
ら
ぬ
0

/

■

.

.
,
.
::
:-
概
ら
被
福
值
計
尊
法
^

^
,̂

結
：合
^
'̂
か

.;
:.:0原
贤
說
»
は
«
品
«
位 

•

に
於
い
て
原
單
位
計
算
と
結
合
し
て
ゐ
る
。
前
例
に
ょ
る
と
出
^
量

r

噸
に
つ
い
て
鑛
石
’一

•七
亂
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
.東
/1
.計
算
は
|
:
'
:

■:

: 
.
:̂
期
間
:(
0
.驗
«
':
^
鹰
^

_め
に
-;
«
用
ル
^
る
雇
|

^
顧
ぞ
*-
'̂
'«
«
的
播
祖
算
じ
ギ
队
麵
超
衝
^
从
っ
；て
;̂
:
ず
％

^

:'
.

鐵

一.ft
r

M

Mと
な
る
の
.で
あ
る
。
同
樣
の
方
.法
を
あ
ら
ゆ
る
原
價
耍
素
に
つ
い
て
行
ふ
こ
と
に
ょ
つ
_て
貨
幣
慣
値
化
が
行
は
れ
る
0
.原

:

'
--
'
.
; 

に
.貨
略
|1
-値
記
算
<?
1
し
'̂
の
へ
原
^

^

«の
特
質
が
あ:

.

.■

.

る
：で
然
る
^
馨
單
■

::
:
|
|
*
_
:

の
：馨

ぼ

：侧
^

^
ば
^̂
^

へ
.
.
'--
;
p
'w
-
5
;
■故

.賴
 

_

■*
虐

價

識m

_
:7
c
l>
一̂
 

.

-S 

:r
.
:が
:;
^

«

^
る̂
#
含
.勞
馨
時
間
を
*
贫
て
魏
^

.
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ン.
.
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■

ナ

'
- 

し
 

•

;ん
;'
.
:̂
統
'
1:&
^
韻
雜
::
@
素
：の
«
漏
«
が
_

:1
!
:康
：石
ゎ 

. 

い
.て
勢
務
及
び
原
料
|#
係
い
単
位
價
値
に
ょ
つ
て
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
完
全
で
は
な
い
と
し
て
も
近
似
値 

.
は
得
ら
れ
る
。
從
つV

脫
混
的
雲Q
8
®

•際Q

成
涅
原
料
勞
務
§

原
單
位
#
算
に
ょ
？

間
接
的
に
表
1
せ
、ら
れ
1
。A

J
Q

故
に
こ
，

.、
'パ
.ニ
癌
 ̂

い.へ'

、
：
.
'パ
；
：
'
'

•

四

.

.

.

'

'

.

. 

.
 

以
上
論
じ
た
と
こ
ろ
拟
原
單
位
計
簕
の
’ー
般
的
な
意
に
就
い
て
者
察
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
0
ト
こ
で
以
下
稍
S
具
體
的
に
計 

•

弊
上
生
じ
來
る
諸
陬
題
に
つ
い
て
硏
究
b.
て
み
，た
.•い
と
考
る
。 

：

；
•

,

.

旣

，に

論

じ

た

加

く

、

胺

單

位

計

#.
に
ょ
つ
て
あ
と
し
て
問
題
と
な
り
ぶ
^
-際
の
:a
t
'奪
對
氣
と
な
る
も
の 
'は
原
料
材
料
及
び
塔
務
で
‘あ 

'
•原
埤
來
計
览
制
庇
忆
關
ず
る
恶
干
の
劣
察
.

.
；.
.
、•
■
•

:

.

5

5
1
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•

拟
取
位
針
筇
制
度
に
敝
す
る
葙
干
の
枣
察
乂 

，

: 

艽

四

C

八
三
四)

'

• 

. 

: 

. 

'
/ 

. 

\ 

,

り
、
•こ
れ
を
製
品
.I

單
位
當
り
の
物
1
及
時
間
を
•以
つ
て
衷
明
す
.る
こ
と
、
な
^
の
で
あ
る
、：.然
る
に
我
々
の
容
ぶ
，に
想
到
し
得
る如

：. 

く
、
例
、
物
量
及
び
+守
間
を
以
つ
て
す
る
-と
し
て
も
、，貨
幣
價
値
を
以
つ
'
.て
ゐ
る
と
し
て
%.
、
興
の
相
異
は
测
度
單
位
價
値
の
求
め
方 

こ
、泪
異.
^
あ
る
‘の
で
.あ
る
か
ら
し
て
、
Z貨
幣
價
値
を
M-
つ
.て
す
る
原
價
計
藤
に
0
.い
.て
.生
じ
來
る
：多
く
の
'間
題
.：が
：原
舉
位
許
算
の
：際
に
' 

も
共
通
的
.に
發
生
し
來
厶
こ
>
で
あ
る
。
そ
の
問
題
の
中
第1.

に
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
|1
*
&形
式
に
關
す
る
も
の
で
，あ
るo

原
價
計
鳴

•氧
單
*
計
等
4
於
い
て
區
別
せ
ら
れ
る
が
故
'に
原
價
計
莫
に
於
い
て
區
别
せ
>̂
-
れ
る
.と
も
武
ぺ
.
‘や

ぅ
。
M
に
叉
b
の
綜
合
、
個
別
の
針

齢

：の

麗

_

_

_

_

_:1
_

疆

_

_

■

蒙

を
遂
げ
た
に
拘
ら
ず
、
物
量
串
間
計
辞
の
面
が
こ
れ
に
伴
，つ
■て
發
展
し
て
ゐ
な
い
場
合
が
多
い
•が
故
に
原
價
計
算
の
構
造
を
通
し
.て
原

.
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.
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•一、
.
.
.

單
:̂
錄
の
新
な
る
糨
造
1
設
け
る
必
耍
，.が
實
際
に
生
ず
る
で
'あ
ら
ヶ
と
思
は
れ
る
‘。
.そ
れ
は
兎
に
角
^
し
て
綜
合
個
別
原
軍
位
計
雜
が 

rt

•頭
せV

ら
れ
、
そ
の
各
に
'就
い
て
特
魏
の
問
題
が
發
生
し
て
來
1
の
で
あ
^
が
ハ
双
々
は
先
づ
と
れ
等
兩
副
剪
法
に
典
通
的
に
生
じ
來 

る
とE

心
は
れ
る
問
題
に
就
い
て
•論
及
し
や
ぅ
。

' 

' 

•

先
づ
直
接
勞
務
铪
仗
の
原
單
.位
傲
値
を
時
間
と
す
る
て
と
は
原
則
と
し
て
認
め
な
ぐ
て
は
な
ら
な
か
と
こ
ろ
で
あ
る
々
直
接
勞
務
給 

N-
.の
時
間
に
就
い
て
問
題
と
な
.る
の
は
、
時
間
測
楚
の
方
法
t
あ
る
。
今
日
.の
各
種
經
營
に
於
い
て
時
間
經
過
と
、
も
に
勞
務
者
ガ
努 

務
對
象
‘に

對
し
て
有
す
る
關
係
拉
必
ず
し
V
取
純
で
は
な
ぃ
。
否
頗
る
«
雜
で
あ
つ
て
，其
.の
測
定
標
準
の
設
定
の
爲
め
に
特
殊
の
，薄
門 

的
硏
究
を
す
を
必
，要
と
す
る
-
,の
で
あ
る
。
こ
.の
問
題
’に

、つ
い
て
先
づ
缚
へ
ら
れ
る
の
は
機
械
或
は
設
備
と
人
間
勞
ヵ
と
の
關
係
を
明
ら 

,か
教
ら
し
，む
，る—

；こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
つ
て
、
一■作
業
.の
時
間
を
勞
務
者
の
作
業
中
の
時
間
を
測
定
す
.る
か
、機
、械
時
間
灰
測
宛
す
る 

か
が
跋
‘れ

る
.
Q

tあ
る
。
さ
て
こ
の
關
係
を
見
る
と
、
勞
働
對
象
に
對
す
る
影
響
が
主
と
し
.て
人
_
勞
働
カ
に
ょ
っ
て
行
は
れ
、
補
助

::
-
:±
具
泠
如
袭
本
_
の
11
)
为
が
入
馨
为
に
^
岑 

の
冇
す
る
機
械
體
系
が
主
と
し
て
對
象
に
作
用
し
て
ゐ
る
も
の
.と
が
存
す
る
。
而
し
て
.こ
れ
等
二
種
を
兩
極
端
と
し
て
、
.中
間
に
存
祖
：
 

す
る
幾
多
の
I

.

Sる
。
I

其
の
分
析
に
つ
い
て
，ば
本
誌
昭
和
十
七
年
八
；^
號
拙
稿「

作
業
協
同
形
態
の
分
析」
f

 _

_と
.；の
_
、
 

極
端
に
■つ

い
て
或
比
典
の
掘
端
に
近
づ
く
に
隨
.つ
て
、勞
.務
者
の
作
業
時
間
と
す
る
.か
敗
械
昧
間
-と
す
る
か
は
自
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。 

然
し
そ
の
中
間
'に
あ
つ
て
機
槭
カ
と
勞
働
ヵ
が
混
和
し
て
'分
ち
部
い
樣
か
場
合
が
.あ
る
。T

蚊
.に
は
か
、
る
際
ば
作
業
時
間
を
採
ふ
や
：
. 

、ぅ
で
あ
る
。
普
通
旋
盤
に
■作

業
時
間
を
自
働
旋
盤
に
機
械
時
間
を
用
ふ
る
如
き
で
あ
る
.'
0
'而
し
て
、
こ
、
で
.問
題
と
な
石
も
の
吹
、
こス 

へ';
.1？
:兩
者
の
時
間
測
定
ゼ
咖
和
；せ
：じ
»
名
:̂
_
で
泰
る
:,
:°

::::紙

■
軋M

機
械
霞
運
動
'̂
办
勝
猜：：

の
馨
嘭
揪
興
_
漏

釋

：；.祚

:1
;

_
隨
；
^

,
れ
て
、
，作
業
時
間
が
勞
務
衮
の
純
粹
加H

時
間
を
表
明
し
て
ゐ
る
際
ば
前
の
•機
械
時
問
と
同K

步

調

に

省

る

と

云

へ

，
や

ぅ

。
：
然

ら

ず

し

■ 

て
一
般
の
エ
場
に
於
い
て
往
々
見
受
け
ら
れ
.る
如
く
と
の
障
碍
準
備
時
間
ど
も
骑
入
し
て
計
箅
す
ー
る
々
す
.れ
ば
、
機

械

時

間

も

こ

：
れ
：と
： 

同1

の
方
法
に
ょ
つ
て
測
定
す
る
と
と
を
要
す
る
で
あ
ら
^
。 

'

 

,
丨 

.

: I:.

般
に
從
來
の
■
業
A
ね
■
呔
ま
時
,

_究
：は
^

こ
と
に
請
負
時
間
質
銀
決
走
の
爲
め
の
も
の
，で
あ
る
か
ら
し
そ
、
、其
の
測
定
に
つ
い
て
徵
準
的
な
方
法
も
な
く
、：，各
企
業
の
任
奪
に
從
；

.
つ
'て
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
名
。
故
に
若
し
各
パ
止
業
に
つ
い
て
勞
働
能
_
を
調
盗
す
る
に
當
つ
て
と
の
時
問
测
定
方
法
.が
厲
る
の
無
視 

し
て
現
行
の
方
法
，に
ょ
つ
.て
各
企
卷Q

自
由
に
計
算
す
る
と
き
は
、
.結
果
に
相
當
の
相
異
の
坐
ず
る
は
免
然
'で
あ
，るo

.
:'
,
:
:_

ザ

_

障

碍

應
||
1
|
泛

準

露

：观

發

作

業

赚

^

A
的
^
#'
糧

製

廣

漸̂

^
坐

產

能#
を

鉍

っ.ぜ
&
:
_
_
灰
_

:$
;
>
|怎
.
|
_
_
し
.：
で#-
-_
勞

ヵ

れ̂

，
•厚
地
位
討
箅
制
度
>c
亂
す
る
浩
干
の
考
察 

艽

丑

，(

八
三
五)
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Jp 常

m m m
障碍時問 作 m -時 {：>)

-總

' • 丨 <-パンマ一時

 - 赞 拗 . 時 間 —— 7->

鸫 こ 舒 時 m ---------- ->

時 間 一 '一 - ------------------ 一 マ ー

ハズマ— 成 诎 | .昨 . 出】 1
畨 マ 號 虫 加 1 1 2  3 4 5 .6 7
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3 0,4
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128 敬 — 1 88 20 1 4 432
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置換鍛打時問

待 賴

バ' 

„
•
碍
、1

時
間
に
つ
め
ャ
も
標
哗
的
時
間
は
之
を
見
稹
り
箅
人
す
る
こ
と
を
要
す
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
蓋
し
妯
何
な
る
經
營
に
於
い
て
鳴
何
等 

.
の
障
碍
準
備
な
く
し
：て
作
業
し
-
る
こ
と
ば
絕
對
に
；小
可
能
で
ぁ
り
、然
る
限
り
こ
れ
が
爲
め
に
，正
常
と
思
は
れ
る
時
間
を
純
粹
加
工 

.

:
時
間
或
は
作
業
時
間
に
.加
箅
す
る
こ
と
を
要
ず
る
で
'ぁ
0
ぅ
。
唯
だ
經
營
内
に
於
い
て
铄
期
に
质
’軍

位
計
箅
を
行
ひ
前
後
相
垃
較
し
て
-

V

現
.在

の

作

業

能

率

を

批

評

せ

、ん

と

す

る

場

合

.は 

■:
■
:

■:'
:
:
-
蒙
务
迄
私
な
;<
,货

際

障

碍1

時
間
を
露
ん
ヤ： 

'■'
•
:
-
:
^
資
で
'ぁ
&
な
0ヾ
：鬼
^
角
、ヅ

を
調
査
す
る
に
せ
ょ
、
各
企
業
內
に
於
い
て
行 

■:
■;
•:

:ぷ
.ね
せ
^
單
^
製
ロ
00
:單
；&
當
:̂
:
の

總

勞

働

時

間 

ぶ

：''
を

集

計

ず

る0.
:
'み
：で
：
な
く
フ
:#
晛

材

、
裝

實

、
エ
' 

;-
-'
.
-
'
:
''
.
.
'
.
p
l 

於

け

：
一
る
時
間
を

 i

 
奔
1>
.で
:'
ず

:
:.
'
.,
:ぬ
:̂

つ
て_

于
の
へ
相
募
扣
る

$

#

.:
•
:
.
'.
奋

於
f
要

味

、
，
：
單
I

賃

銀
if
算

：上
；
叹

時

間

集

.
 

:
#-.
:
-
.
'
-

:̂
|

^
ポ

ぐ

し

：

(

て

鉋

：く.塔

も
^
ヵ

及
.び

機

械

ヵ

： 

，
ル

^
-̂
各

膝

要

時'間
$:
呢

確

ぬ.表

氣

す

：
る

の
•$
:
意
-

圖

す

る

の
：；

で
:̂
^

:

;

,

‘
。

.V 

-

'.'
;
.

ン
跟
堪
位
钾
箱
制
度
圮
關
す
‘る

若
‘干

の
考
察
，

"
. 

-
- 

芄
六
’

(

八
！
2

0

.
次

に

時

撊

カ

謂

丧

に

，つ
い

.て
生
ず
る
問
賴
は
、
企
業
.の
利
用
す
る
下
請
の
程
度
如
何
に
ょ
つ
.て

作

業

時

，間

に

相

異

を

生

ず

る

こ

と

匕 

れ
で
あ
る
。
最
も
こ
れ
は
一
炎
業
内
に
於
い
て
の
み
原
單
位
計
箅
’が
其
の
能
_
調
夜
の
爲
め
に
利
用
せ
ち
れ
る
場
合
ほ
^

請
利
用
の
®
 

度
、に
し
て
相
.異
す
る
こ
と
な
唐
娘
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
も
差
支
な
い
譯
で
あ
る
。
：併
し
企
業
間
の
能
率
調
莶
の
場
合
に
於
い
て
は
、
 

m

大
な
る
影
響
を
及
ぼ
•す
こ
と
一；

4

ふ
迄
も
な
い
と
こ
ろ
で
、あ
る
か
ら
し
て
、
こ
.の
場
合
は
自
工
，場
と
同
様
に
其
の
•時

間

調

査

.を

行
^
こ 

と
.を
要
す
る
。
•然
し
外
飩
工
場
と
協
力
工
場
と
が
緊
密
に
聯
結
し

其
の
間
に
如
何
な
る
調
莶
に
つ
い
て
も
障
碍
を
來
す
こ
と
な
き
.場
合 

は
自
工
場
の
一
部
分
と
し
て
取
扱
ふ
と
と
を
得
る
も
、
-こ
れ
な
き
際
に
は
其
れ
勞
働
時
叫
の
赉
定
は
必
ず
し
も
正
確
な
る
を
明
し
#
^; 

い
。
、殊
に
下
«
エ
場
と
し
て
數
工
場
に
從
腸
し
て
.ゐ
'る
場
合
は
下
請
エ
場
に
ょ
る
時
間
報
吿
ば
最
惡
の
限
界
的
時
問
を
吾
部
.の
：餘
文
.に
.

要
な
る
條
件
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
ひ
關
係
が
或
る
程
度
に
堯
備
ず
る
場
合
は

-
原
單
位
評
箅
そ

'れ
自
體
の
近
確
を
期
し
得
る
こ
と
一K

■と
.、
な
る
。
觅
に
角
我
國
の
機
械
工
業
に
於
い
て
下
請
利
用
の
範
圍
は
尨
大
で
あ
り
、
且
つ
こ
P
種
の
小
規
模
工
場
に
つ
い
て
原
單
位 

^
;»
奪
#

«

#:,
:
2
:

左
來
奶
_
で
卷
來
；礙
丧
業
贫
通
;̂
て
_
ば
般
紙
が
事
：實
扣
：鑑
：办
尤
、
5

，與
へ
石
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

•士
思
は
れ
る

，。

/
:
. 

. 

'

'

'

§
:
_に
原

料

麵

嚴

の

喃

顧

で

务

る

ぜ

酸

料

呤

農

用

倉

&
歡
麵
材
後
管
理
制
廣
が

備̂
媒
尤

^

用
し
.て
;>
:
確
に
計
箅
し
得
る
と
こ
ろ
.で
あ
ら
ぅ
0
‘哺

、
だ

原

材

料

の

物

理

量

的

容

«
は
如
，何
，な
る
加
エ
作
寒
の
も
と
^
於
い
て
も
氣
の
全
：
 

見
^
變
化
が
き
如
く
忙
、
製
品
と
し
‘て

の
賴
極
的
容
稹
と
消
純
に
ょ
る
消
極
的
容
稹
と
を
明
瞭
な
•ら
し
，め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思 

，ふ
。
時
間
測
定
の
場
合
に
總
時
間
と
し
て
曆
日
時
間
を
と
つ
だ
如
く
製
ロ
叫
を
ニ
Q.
.0
X
と
し
て
其
の
鞲
■

を
原
料
と
の
W
■
を
考
慮
し 

职
玳
位
計
箅
制
.度
に
關
す
る
莳
干
の
考
娥
. 

，

;•
■

<

•

五
七ハ
八三
七

〕
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f)
K
眾
位
.計
^
制
度
、に
關
す
か
劳
干
，の
考
察
.

.

W 

,
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五
八
.

.

(

八
H
»v)

, 

、て
分
析
‘す

る
こ
と
を
要
す
る
へ
。
こ
れ
ば
後
述
す
-る
獨
逸
の
_

精
、鍊
|
|者
協
會
の
.計
算
例
，で
ニ
層
具
®
的
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

•こ
の
1問
題
は
特
に
爐
作
業
等
に
見
ら
れ
る
如
く
原
材
料
を
化
學
的
に
變
化
せ
し
セ
る
際
に
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
所
謂
步
留
り
計
算
を 

，正
確
に
表
現
す
る
も
の
で
$

て
、.
.取
に
ニ
製
^
に
ひ
き
全
過
程
に
‘於

け
る
步
•留
妒
の
總
額
を
計
^
す
；るQ

み
で
な

ぐ

1

各
主
要
，工
作
. 

に
就
い
て
ヒ
れ
を
朋
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
を
耍
す
る
.で
あ
ら
ぅ
0
'原
料
の
>̂
.類
は
，例
べ
ば
、機
郝
に
於
い
て
讨
使
用
各
鋼
截
に
ょ
つ
て
こ 

れ
を
分
類
す
る
と
、
もa

、

原
價
贺
算
に
於
い 

<
も
區
別
せ
ら
れ
る
妣
く
、補
助
原
料
は
匕
れ
を
別
に
表
現
す
る
こ
と
謂
ふ
迄
も
な
い
。 

脫
酸
林
、
S
條
材
の
如
き
で
あ
石
。
と
の
種
の
こ
と
ゆ
さ
し
て
.大
愈
る
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
，が
こ
、
に
注
意
し
.た
い
こ
と
は
社
ー 

內
屑
の
利
用
め
問
題
で
あ
る
。
社
内
厭
が
何
等
#
生

原

料

、
と

し

V

復
活
-す
‘る

こ
と
な
く
ぼ
棄
せ
.ら
れ
る
と
き
は
、
前
記
消
耗
，と

同
員

 ̂

論
ず
べ
.き
で
.あ

ら

ぅ

。
、
^
れ
は
原
憤
訃
箅
0
;立
場
ょ
り
す
れ
ば
屑
價
評
額
放
製
造
勘
定
の
貸
方
に
出
る
か
ら
し
_て
ー
種
の
給
付
と
見
#

.
さ
れ

#

る
が
物
ft
針
弊
に
立
脚
す
る
ぽ
單
位
計
繁
に
於
い
て
ゅ
か
丄
る
方
法
は
其
，の
故
要
を
見
な
い
。
姓
內
屑
が
其
の
名
稱
ぬ
^
す
如 

ぐ
賀
入
_
糖

*:S

驚
■
_
:1
:
:#;
生
^
料
：と
翁
て
：种
用

#
裏

：.る
場
费
は
厳
餘
$
钇
无

理
'出
の
、な
い
も
の
で
あ
る
。
然
，し
な
が
ら
そ
れ
が
不
斷
に
經
營
活
動
の
巾
ょ
り
坐
じ
來
り
种
作
せ
ら
れ
、
或
は
単
に
還
’送

せ

ら

れ

.て
原 

料
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
循
環
原
料
と
し
て
•の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ル
ン
メ
ル
の
表
現
に
從
ふ
と
超
過
投
入 

原
料=

淺
^
li
j
c
—

^
'
c
b
e
r

rt
l
.
i
n
s

p'
t
z
n
^
e
s
t
s
t
o
f
o
A
J

fe
^

Q

^

^̂-
。
一
R
u
mB-
d
: Da

s

w'elbsfkost

s.wesen a
u
f

w
£
^
&
s:
^
p'5
i
,n
)マ

k
s
s
s
s
e

frorf 

1
9
2
7
,
p

 

6
8丨
尤
も
社
内
屉
の
ー
.淀
期
間
に
.於
け
る
總
額
と
買
入
^
料
以
外
の
超
過
授
入
原
料
と
か
量
的
に
究
全
-に 

1

致
す
る
こ
と
は
f
,5£
の
品
質
の
，.製
u
iを
不
斷
に
生
能
す
る
如
き
場
合
に
限
ら
れ
る
の
.で
あ
る
。.
こ
れ
が
相
異
す
る
場
合
に
於
い
で
或
. 

は
又
勝
入
原
料
そ
の
も
‘の

、
品
位
が
一
定
せ
ず
爲
め
に
世
内
跃
料
利
用
の
量
種
類
に
變
化
を
及
ぼ
ず
"如
き
場
合
は
必
ず
し
も
等
し
く
な 

り
得
な
い
_。
例
へ
ば
特
殊
銅
製
a
に
於
け
る
.製
造
鋼
種
が
，多
種
多
様
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
買
人
投
入
原
料
そ
の
も
.の
、
化
淨
的

:;戎

分
の
邮
何
■

払
:̂
で
_

^
屑
利
_
に
，多_
び
_
提

名

見

衣§
き)

場

合
.が
そ
れ
.セ
兔
$
^

市

場

ょ

り

調

達

せ

ら

れ

る

こ

，と

な

く

經

赞

内

.に
て
自
給
せ
ら
れ
る
要
素
な
'る
が
故
に
、
評
價
上
'の
.相

異

が

若

じ

ぁ

る

と

す

れ

ば

.、

'«
幣
 

It
:
斷
4

の
間
題
ん_

り
«:
弋
%:
;
»

象
的
ー
£
:
_
:
齡

ボ
^-
#

.5
:
燔

な

い^:
^:
鈾

れ

批
.;
:0
錄
^

表
明
す
る
有
カ
&.
る
礙
杯
と
な
る
.も
^
で
ぁ
る
か
ら
し
て
，*
嚴
格
に
|+
镇
せ
ん
と
す
る
.限
り
、
投
人
原
料
中
に
於
け
る
社
內
屑
利
用
の
：
.
 

狀

を

明

»
激
あ
1;
::疚
を
と
扣
^

^

«'#
感
敗
_
卽
ぢ
麼
4
料
額
釔
な
れ
左
對
'汝

せ

し

め

：
て

察
#'
に
：步

留t
計
算
敗
況
を
.把
遞
す
る 

と
と
を
必
要
と
す
る
。
現
布
、
.社
2
:曆
發
生
を
十
分
正
確
に
部
莫
す
る
こ
と
は
技
術
亂
に
も
可
成
.り
困
輯
が
伴
ふ
。
隨
づ
て
從
業
遣
不
へ 

尾
の
爲
め
に
と
職W

其
が
齋
坐
：

：

に

.二
^

豫
定
'の
步
溜
攱
計
算
_
に 

據
ウ
，て
鮮
定
せ
ら
れ
た
る
量
を
評
惯
し
て
傅
翦
の
み
钇
材
料
瓿
に
.送
件
し
て
ゐ
る
如
き
も
.の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
出
來
得 

ベ
く
ん
ば
倉
庫
制
贤
，
計
算
制
度
の
，改
善
に
ょ
つ
て
.、
^
肌
的
評
量
を
行
.ひ
其
の
實
數
額
を
算'

定
し
.て
標
準
額
^
對
比
す
3
こ
と
は
經 

#.
能

率

■

寒
 

0

場̂
ょ
&'
;
し
：で

实

要

改

意
«
を
有
す
る
も
.の
で
«:
-
枣
，

.ハ
へ
、

K
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次

：に

生

產

把

於

け

：
る

.副
碧

た

：る

石

炭

巧

瓦

：斯
纪

: ：

侧
定
す
る
こ
と
を
要
ず
る
。

•?
:
れ
等
の
要
素
は
各
A
/其
の
卿
定
單
位
を
異
に
し
石
炭
把
於
い
て
は
瓧
、-
i斯
は
立
方
米
、
電
力
ば
キ
ロ
/

. 

-■ 

• 

• 

- 
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. 

• 
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■
■

•
>■:
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..

ヮ
ッ
ト
時
ど
な
る
の
が
齊
通
.で
あ
飞
。
各
の
製
造
形
態
に
よ
つ
て
こ
.れ
等
副
資
材
利
用
の
•方
法
に
は
特
定
の
形
態
•が
存
す
る
が
故
•に
、
；
.

 

こ
の
形
態
S

,
つ
て
用
途
を
分
離
■

す
る
こ
と
が
肝
1

1

。
例
へ
I

議

：
.機
f

、
獲

.
命
明
、
等
々
の
如
く
で
.ぁ 

,
る
。
最
近
熱
管
理
上
'の
.問

題

，が

掼

要

性

を

有

し

て

ゐ
，
る

か

ら

し

て
こ
の
種
の
副
資
材
統
⑽
は
ゆ
；に
筑
要
な
る
意
義
を
有
.し
て
ゐ
るo
/こ
.
 

V..

れ
：|

垄
叙
簽
銃
—
の
»
办
_
株
單
^
上
_
め
姻
<"
灘
品
**
滴

當

馨

額

冷

み

軚

^

^

.

_

發

生

癣

の

致 

.單

位

熱

量

に0
い

て

の

，原

單

，位

計

筇

が

必

要

と

'
,な

る

で.あ

ら

ぅ

。

•

、
■

み

、
 

'

•■
;
:
:
:

(

«

-
位

針

濃

；
^

®

部

缚

と

灌
.馨

營

鲁

脑

葡

；玲

_

溪

唉

嘯

付

^
て
'̂

:'
;
:得
^
ず
^
:の
：區

別

脖

原

僙

；

^

:
に
於
_
:多
區
.
ぉ
«
魔
货
«
る

;;
-
?羅
合
原
單
做
計
»:
蒙

_
於
^
^

,
は
總
時
間
を
配
賦
截
•準
と
し
セ
各
^
は
製
品
に
‘直

接
配
賦
し
て
ぬ
る
の
で
'あ
る
、
然
る
に
•：
個

-8
0
原
単
位
計
算
.に
於
い
，て
は
、
.原
價
計
”
 

箅
の
場
合
と
同
樣
に
、
直
接
計
算
1
な
し
得
石
原
«'
*
勞
務
，.に
つ
い
て
は
個
別
的
に
最
初
よ
り
汾
類
計
算
を
な
し
得
る
の
で
あ
る
が
、， 

f

ら
4

1

的
性
格
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
S

定
せ
ら
れ
た
配
賦
單
位
5

い
て
價
値
を
I

し
、
次
い
で
各
特
殊
生 

糜
物
に
配
赋
.す

る

手

續

を

と

、る

こ

.と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
、最
も
實
際
.の
調
渣
に
.當
つ
、て
か
\
る
間
接
費
的
性
格
を
有
す
る
も
の
を
算
.

;; 太

求

る
.：■
太

が

證
.
_る
場
：含;%

:あ
冬

か

ら

茂̂
9::
-
#_
葛

瞧

嫁
^
1|
:
:
-
接

原

料

マ^

は
起
ら
な
い
。
こ
れ
は
各
企
業
M
に
各
め
能
率
の
蓥
準
を
測
定
’す

る
こ
と
に
原
單
位
計
算
の
目
时
を
限
定
す
.る
I
れ
'ば
こ
れ
で
も
敢
て
'
 

不
都
合
は
な
い
。
然
し
、
物
資
動
員
上
の
資
料
を
得
る
、立
場
よ
り
す
れ
ば
當
然
fe
.
J廢
餘
合
的
•性

格

を

持

、
た

す

こ

'a：
を
必
要
と
す
る
の
、
 

厨
單
位
計
#
制
度
に
關
す
る
若
：十

の

考

察

'

、
.

-,
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;作
ル!H 
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I I

IM

:含

芑

微

：
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滅 

.：
l

‘，
で.あ
る
。
，又
我
國
の
機
械
.工
業
に
見
る
が
妯
く
其
の
' 
製
品
の
種
^
㈱

多
で
あ
り
,*
こ
れ
等
金
製
品
種
目
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
其 

.
<?
>
意
義4

ず
し
も
犬
.な
ら
ざ
る
：
■と

妒
あ
'る
。•
絡
る
場
合
.に
は
其
の
中
殊
に
標
雕
的
製
品
を
«
擰
調
资
す
る
こ
と
が
實
際
上
必
要
と
な 

る
こ
と
は
避
け
，得
ら
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
各
企
I

其

の

紙

營

の

立

場

よ

り

讓

製

品

と

目

す

統

制

裏

は

監

嘗

廳 

が
國
民
經
濟
上
の
見
地
よ
り
し
て
標
準
品
と
目
す
る
場
合
と
で
は
若
干
の
相
異
あ
る
こ
と
を
贺
意
し
な
く
て
は
味
ら
ぬ
‘
0
こ
の
相
異
‘が 

-
»し
く
な
‘る

と
き
は
計
算
の
結
破
に
可
摘
重
大
§

響
を
生
ず
る
こ
と
は
_
け
得
ら
れ
な
い
。
例
へ
ば
八
型
の
製
品
が
統
制
官
廳
’の
立 

場
よ
り
重
覦
叱
ら
れ
興
の
旗
單
忪
の
：調
査
に
よ
つ
て
嘴
該
企
業
の
能
_
测
宛
の
.重
耍
な
る
資
料
"と
な
さ
ん
と
す
名
に
對
し
、‘
調
齋
對
象 

と
な
れ
る
一
企
業
の
立
場
よ
卜
す
れ
ぱ
從
來
寧
ろ
{
型̂
の
も
の
忆
由
カ
を
注
ぎ
ゐ
た
る
爲
め
に
：
ん
型
の
も
の
は
企
業
と
し
て
は
若
干 

if

能
荦
な
り
t

て
も
.‘
ぉ
型
の
能
率
を
以
つ
て
匕
れ
を
M

g
し
居
‘た

る
如
き
場
合
に
、)'
A
期
の
製
品
の
能
率
を
以
つ
て
當
_
^
業
全 

.

.體
の
能
率
を
判
，定
す
る
こ
と
あ
り
と
す
れ
ば
其
の
結
果
の
：止
當
な
ら
ざ
る
こ
と
一
：へ
ふ
迄
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
-̂
ぅ
。
於
、
る
弊
害
の
發 

生
を
防
止
せ
ん
と
す
る
場
合
は
兩
苕
の
調
和
令
十
分
に
考
慮
し
て
調
备
す
る
こ
と
を
必
耍
と
-す
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。

:

巧
■

敗
_

_
>̂
問

懸

咕_

み

鐘

ー#
置

«
依

社
_
卷

そ

麻
«
抓

^

尊',
(
0:場

：
合̂

,
舊

計
::
»
眞

於

：
5
幾
&

_
經
§1

亂

門

：
に

翰

光

各

聞

接

費

配

«
な
各
部
門
費
权
製
興
ヴ
^

體

：系

ぬ

醫

に

配

賦

潘

.俅

養

は

顏

啟

扑
*
こ

彭

矽_

_
へ

墓

汽

費̂

ハ
^

.を

決

：定
：じ
：
て

き

，
作

業

_
間
^
乘
:&
'
て
.實

際

蒸|

^

|

.額

と

於

冬̂:
_

の

際

に

褰

汽

.

.

. 

1

-

、

\ 

. 

.

.

.

. 

- 

»

凑

痛

ぬ

出

達

の^

あ

系

が

ひ

癒

魃

麗

娘
-

値
^

畫

董

時

間

當̂
讓

露

ほ

特

ぬ

計

傳

蔺

ね

現

は

れ

务

^

ゼ

確

定

せ

：も

れ

を

の

.笼
K

d

然

岑

に■
«

位

能

歡

：片

於

蜉

■

ば
感
の
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を
持
：'0
^
で
0
る
':
0〗

腐
價
計
算
：の
.場
合
は
配
賦
舉
位
.價
膣
は
總
額
&
價
を
個
別
原
慣
§

類
す
态
以
外
^

,
こ
れ
は_

額

滕

憤

を

權

豫

ず

务

書

が

囊

セ

；あ

<>
セ

;:
>
齙

備

摩

位

灌

値

启

體
*

卜

は

直

接

に-
設

備
^
^

で
及̂;
安
■

出

來

；
■

故
か

ら

飧

釭

石

本
.：

原
* :
:
位
■

真

の

場

賦

填

懷

價

値

吹

暴

が

 

消

費
.谶
• 

最
を
何
薄
か
の
部
分
に
配
分
す
る
手
段
と
な
つ
.て
ゐ
る
こ
と
は
同
樣
で
，あ
.る
’が
、

I

機
械
或
は1

設
備
な
り
の
一
觉
單
位
時
間
或
は
一 

:毙
藝
單

俅

の
«

6

#
原
料
な
ガ
_

漱

翰

付

魅

杪

を

如

何

に

'消

費

す'を

が
^

、
或

汝

謹̂

で
，
客

觀

昀
^

測

定

せ̂

へ

が

紫

も

粑

夕

务

办

^

瘡

値

浪

懺

が

其

泠

機

械
^

は

設

備

の

機

镩

ゅ

度

会

^

1
、
一
時
間
の
蒸
汽
1:
は
必
ず
し
も
ス
テ
ィ
ー
ム
•
フ
口
！ 
メ
ー
タ
ー
に
よ
つ
て
測
宛
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
。
、其
の
量
如
何
は
當 

該
ハ
ン
、マ
ー
の
機
能
の
狀
®
を
直
接
に
ボ
'す
ご
と
X
も
な
る
の
、で
あ
る
。
#
，
つ

て

原

胄|+
算

に

於

げ

る3:
-
程

原

價

と

可

成

れ

似

か

よ

つ

^

牲

格
?:
'
:
,
持

'0
0:
:ず
_

る
3

氣

れ

故#

亂

馨

像

許

算̂
於

い

爱

味

贫6
^

.

.

.

. . 

-
.
.
.
.
' 

... : 

.

.

.

.

. 

. 

.V 

.

.
•
.
.
•
'
. 
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.'.

.
\
: 

.
'
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,

'

•

.

、

，

へ

•

'
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ノ 
.
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.
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.
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.

.
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.

.

.

.
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- 

-

.

把
振
出
來
る
加
き
形
體
と
す
る
こ
と
が
よ
い
の
で
は
な
い
.か
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

' 

Z

こ
の
外
^
原
單
位
計
箅
制
度
と
，し
て
論
ぜ
ら
る
ベ
，き
問
題
が
種
々
#
す
る
と
田
心
ふ
の
で
あ
•る
が
、
本
邦
に
於
い
て
？
の
.制
度
が
.提
唱
.
 

せ

ら

れ

て

間

も

な

、
い

^

と

で

軚

る

か

ら

問

題

の

所

在
も
ま
た
明
確
に
扼
む
--
？:
と
が
出
來
な
い
。
.然
し
な
が
ら
兎
に
灼
以
上
考
察
し
た
名 

と
こ
ろ
よ
り
當
然
考
へ
ら
れ
る
如
く
、
原
價
針
鮮
と
そ
れ
が
密
接
に
關
係
を
有
す
る
こ
と
は
當
然
で
れり

；：

而
し
て
、
と
れ
を
殊
に
原 

價
訂
窩
1
完
金
に
聯
絡
せ
し
め
る
:̂
と
に
よ
‘つ

で
兩
者
が
と
も
に
7
く
其
の
機
能
を
發
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
努
人
ら
れ
る
の
で
あ
.
 

る
'。
_

て
將
來
の
問
題
£

て
は
、ん
何
に
こ
の
|

形
態
|

漂

の

•も
の
I

し
得
る
か
、I

I

問
f

な
る
の
で
は
な
い 

•
•
.
か
と
莠
へ
，る
、
，我
國
に
於
い
て
は
こ
の
點
に
つ
い
.て
ま
だ
硏
究
の
‘
.餘
地
■が

可
成
多
く
殘
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
嘗
.て
獨

逸
で
行
は
れ
た
硏
冼
が
こ
.私
に
!o
W
て
^
-干
の
參
鸾
と
な
る
と
思
港
せ
ら
れ
る
か
ら
し
て
、
以
下
紹
介
し
て
‘置

き
-た
い
と
考
へ
る
。
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解
 

'
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.
六
四
.；
：；
，
.
'
'
,

C 
八
四
四)

：

'
:
.
.
' 

獨

逸

鐵

精

鍊

者cvere

H-s  fiir  .deutscher  Eisenb
iittenleiitp

)

の
原
價
計
算
委
員#
は
嘗
て
前
述
せ
4
M
償
計
算
と
原
犟
位.

:
’
藝̂

後

§
綜

喬

形

武

杧

脅

い

：贫

奮

本

治

.
細
な
る
硏
究
を
遂
げ
/

^
其
の
結
果
の
全
體
を
こ
、
に
敍
述
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ニ
三
代
表
的
な
石
例
に
就
い
で
觀
察
す
：る
に
此
;'
-
:
' 

め
る
の
で
あ
る
が
、
同
委
員
會
.の
物
置
計
算
に
就
い
て
わ」

般
的
態
度
に
就
い
.て
.概
說
し
や
ぅ
。

.
鐵
精
鍊
原
價
針S  

co
as  S.elbstkostenw

esen  aufM
isensttenw

esen,  D
iisseldorf  

1
9
2
7>
に
よ
る
と
經
營
計
箅
は
常
£
ニ
箇 

の
觀
察
を
可
能
な
ら
し
む
る‘こ
と
を
要
す
る
と
し
、
そ

.
は
、

一
、

原
價
觀
察
ニ
、
時
問
觀
察
三
、
物
氣
觀
察
で
あ
る

0,
而
し
て
こ
：
 

れ
が
费
明
方
法
は
、

一
、
個
別
的
方
法
と
一

r

 
•線
合
的
方
法
を
以
つ
七.し
ズ
ゐ
る
。
前
者
は

 
ー
ノ
定
期
に
於
け
る
各
局
面
に
就
い
て
.の
-,
:
:

-

全
結
果
を
各
別
に
表
明
し
て
ゐ
る
に
對
しr

後
者
は
生
產
物
1
,單
位
を
测
度
と
1>
て
こ
の
三
個
の
局
面
を
生
產
耍
素
別
に
集
計
し
て
ゐ
：

る

o
 

.

 

- 

,

 

* 

•

一 

.

.

.

.
 

'

:
:;
c
.
.
v
g
霞

及

；塒
 

. 

;

:
:、
; #
設

霄

？̂

腐

傳f

熟
_

稹

■

或

ば

童

髪

の

ハ

鑛

說

-1
ー_

•
擊
業
日
數(

ロ〕

一
 

ヶ
月
當
、C

ハ〕

操
業
日
貧(

四
.

)
給
付
度
丨(

三)
(

3

1(

ー
 1

K

ィ)

に
て
除
す
1

2

:利
用
度
人
三)

へ
ロ
-¥
'
.

(

.
£ 
:
一
 

(

ロ)

把
て
除
す——

C

六)

損
失
良
數(

七)

掼
失
數
量
l

Q

crc
o

c(

ィ
¥

乘
ず
|(

八
}賃
銀
文
拂
時
間
ふ
.九)

j

時
間
給
付
觀
、

： 

(

十〕

靡
出
1
比
牵
に
つ
い
て
調
莶
表
赤
し
ズ
ゐ
名
.
0齑
出
量
比
率
に
ウ
パ
て
ば
後
に
說
明
し
や
ぅ
。
勿
論
こ
‘れ

は
調
济
對
象
：の
種
類
に
.':
' 

よ
つ
て
若
干
の
變
化
あ
る
こ
と
は1K

ふ

迄

も

な

い

。

然

し

.、

物

ft
'

時
間
^.
、測
度
と
し
•て
實
際
と
標
準
と
の
、生
產
比
較
.を
行
ふ
と
、と
が

主
眼
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

• 

;
*

'.

• 

, 

, 

.

.

. 

- 

..

.

. 

-
.
*
•
•
•

■ 

• 

... 

• 

»
; 

* 

: 

•
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.
-

:V

,':

'..,-

珠
1
線̂
合
的
.衷

法

に

，於.\̂
そ

は

旣

述

：：
の

_

备

_
物
.̂
^
^
^
^

■ 

.丨
 

.
 K 

.
 

. 

.

せ
ら
れ
て
ゐ
.る
o
'こ
れ
を
.例
へ
ば
>

1
マ
.ス
爐
に
就
い
て
見
る
と
、
生
產
要
素
は
四
•大

部

分

に

分

類

せ

ら

れ

て

か

る

。
，
第

1

は
投
入
村 

料
丨
と
れ
を
更
に
ニ
大
別
1
> (

ィ)

混
魏
爐
鐵
及
屑(

ロ0

補
助
材
料(

合
金
，材
S

第1
T

社

内

曆

差

引

額

及

消

耗

、

第

三

、

加

て

ー

石 

灰
丨
燃
料
裔
ヵ
^
直
接
勞
務
-補
肋
塞
士
場
管
琎
用
役
及
び
間
接
用
役
劁
當
繃
第
四
、

一
般
管
理
用
.役
割
當
額
と
な
し
て
ゐ
る
。 

而
し
て
旣
述
の
や
ぅ
に
物
*:
計
^
の
可
能
ぶ
の
は
第
三
加
工
の
動
力
迄P,

あ
り
、勞
辍
關
於
の
も
の
«;
製
品
一
單
位
當
り
時
Hi
]
,と
な
し
、
.
 

各
作
業
場
別
に
こ
れ
.を
計
置
し
ズ
ゐ
る
。
其
の
他
管
.理
用
役
は
.勞
働
時
間
を
以
つ
て
し
て
も
•殆
ん
ど
無
意
味
で
あ
る
か
^
-し

て

.こ
れ 

に
就
い
て
は
單
I
貨
幣
惯
値
前
箅
の
み
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
，

.
,
、
.

 

、

.

 

\
原
単
位
訂
算
上
特
に
問
題
.と
な
る
‘の

ほ
產
出
量
比
摩
の
計
算
で
'?
>
る
。
普
«:
の
原
價
計
箅
.に
於
い
て
は
、
製
造
額
，

+

曆

そ

，
.の

他

殘

餘 

#:
料
評
惯
額
が
投
入
材
料
額
と1

致
し
で
ゐ
•る
こ
と
はi
K

ふ
迄
も
を
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
歩
留
り
關
係
择
計
铧
の
表
面
に
は 

勿
論
現
社
れ
て
と
な
い
。
然
'1
>
物
惫
|̂
算
に
於
い
て
‘は

涉
留
計
襄
«:
-
-藤
：ら
<
敢
-̂
重
：要
.な
.局
耻
で
.：あ
ち
$
'
0
;
:
:

今
、生
«
ャ
單
衝
當
.̂
懷
傅 

を
原
單
位
及
び
貨
幣
價
値
を
以
づ
て
表
明
.し
、や
ぅ

と

す
る
と
物
量
關
领
と
' «

幣
關
係
と
が
一
定
の
系
別
を
以Q

て
盤
序
せ
ら
れ
る
こ

と

 

を
要
す
る
。
先
づ
投
人
材
料
に
つ
V
.て
考
察
ず
各
と
.、

主

要

材

料

と

還

允

材

或

，は

培

熔

材

等

の

.»
助
材
料
を
區
別
す
る
こ
と
<は
當
然
で 

ネ
る
が
、
主
要
材
料
中
殊
に
殘
餘
材
卽
ち
社
内
屑C

R
e
s
t
s
t
o
a

を
明
薇
に
評
量
訊
價
す
る
と
.と
を
要
す
る
9
總
投
人
材
料
を
'

1

〇
〇
■と 

し
各
材
料Q

!

比
I

定
し
た
る
後
、
忘

總

f

額
を
以
つ
て
產
m
額
、
i

-

1

-

f

 

1

.

^

0

こ
I

I

比 

率
の
合
計
が
一
〇
〇
.と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
原
惯
計
箅
で
姑
前
ニ
者
の
比
率
は
出
る
が
其
の
合
計
は
一
〇
〇
と
な
り
得
な
い
。 

物

量

許

算

，で

は

消

耗

|
或
は
敗
德
目
減
丨
を
物
氳
的
'に
評
價
す
る
こ
と
に
ょ
ゲ
て
當
僦
1

0

0と
な
る
。
而
し
て
こ
の
消
耗
比
率
が
能 

率
觀
察
上
重
要
な
意
義
を
持
つ
い
社
カ
屑
は
循
環
材
料
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
て
ゐ
る
扒
ら
し
て
、
こ
れ
を
全
然
評
價
し
'な
い
か
、
或 

は
別
'に
盔
重
量
釔
評
價
す
る
加
、
更
に
，は
又
含
有
鐵
分
に
‘つ

い
て
.の
.み
評
價
す
る
.か
に
從
つ
て
'前
記
三
，個t

比
率
の
B
容
に
變
化
を
生 

.
、

原
軋
位
計
箅
制
度
に
關
す
る
.葙
，干
0
考
-察

*

> 

I

"
,
\ 

,
六
五
- ' 

(

八
四
五

〕

、
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，、，限
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位
計
棼
制
度
に
關
す
る
菸
干
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搿
察
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:
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.
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、
一
.
：

 

：
'

す
4
は
’當

然
で
あ
-る
。
例
-へ
は
投
；<
碘
*

1
萬1;

一
千
八
百
噸
其
の
內
社
内
屑
四
百
順
、典
の
含
有
鐵
分
七
〇
％
菝
出
額
ニ
萬
噸
と
す
る
。

-
次
.

Qhif

個
の
一
計
尊
が
考
.へ
ち
れ
.る
。
-
’ • 

' 

し

.
.

.
 

•

.

:

» 

> 

^

' 

V
\

2
M

0
0

 

,
3
7
V
、
 

 ̂
1

0

0

.
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d

n

-
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T7T 

2

0

,

0

0
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i
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0 0
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，

右
計
算
に
於
い
て
金
量
評
個
し
'な
い
際
は
欺
の
如
く
な
’り
.
全
1:
を
評
價
す
る
場
合
は
1
、
鐵
分
評
價
の
蚴
令
は

n

と
な
,̂
。
‘か

く

分
量
を
計
篼
に
人
る
、
こ
と
大
な
る
に
#

っ
て
#
1出
比
率
は
俾
下
す
各
。
こ
：の
靡
出
比
率
の
低
下
が
逆
に
社
内
屑
の
發
坐
を
可
及
的
煅

' 

.

;
 

, 

 ̂

•

少
限
に
止
め
る
作
用
を
持
‘つ
も
の
と
觀
察
ぜ
ら
れ
る
か
ら
し
て
、同
委
員
會
は
其
の
全
觉
的
評
儇
を
行
ふ
べ
き
こ
と
を
提
言
し
て
ゐ
る
'-
0

,

. 

,

~

• 

„

 

ン 

' 

<

(selbstkô
enwesen. 

textband, 
S

 

6

9

0次に
#
耗
比
率
は
か
&
:る
訃
笕
に
ょ
る
場
合
は
必
ず
し
も
純
粹
に
鐵
損
失
!:
を
表
ば
さ
な 

い
。
盡
し
旣
述
9
如
く
屑
の
中
に
非
鐵
部
分
を
包
含
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
.。
然
し
脔
際
上
こ
れ
に
上
っ
て
4:
_
ず

る

消

鞒

也

率

の

相

異 

は
重
大
な
意
味
を
持
た
な
い
。
例
へ
ば
前
例
の
場
合
消
耗
i
を
ニ1H 
ニ
五
噸
と
す
る
.と
、全
#
:評
慣
,
對
す
る
比
は
一
〇
*
ー
〇
炻
と̂， 

る
に
對
し
、
非
鐵
部
分
三
〇
％
と
評
儕
し
て一
〇
*
ー
五
炻
と
な
る
め
ず
あ
る
,0
'

.

'
S 

•

さ
て
計
歎
力
’法

と
し
て
は
旣
述
の
如
く
綜
合
ft
：
箅
と
個
別
計
箅
に
败
れ
る
の
で
あ
る
。
髙
爐
、
平
爐
、
瓦
斯
發
生
爐
等
の
如
き
は
前 

-#
の
仇
表
例
.で
あ
り
，
、

製

鐵

エ

場

>

は
，大
部
分
が
こ
の
齋
.の
||
-
箅
方
法
が
と』

、れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
鍛
造
或
は
壓
，延H

楊
で
は
個 

別
的
紐
別
的
方
法
の
と
ら
れ
る
の
はI

般
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
綜
合
的
方
法
は
原
價
訂
藤
に
.於
け
る
と
同
様
に
比
較
的 

簡
單
で
あ
-̂
.か
ら
し
て
、
，以
下
審
ら
銀
造
エ
場
に
於
け
.る
'例
5:
-參
照
し
つ
、
考
察
し
.て
見
.た
い
と
思
ふ
。 

ノ 

•

,

銀
造
工
場
，に
於
い
，て
1
計
箅
の
赭
果
ぱ
四
表
に
纖
'め
上
げ
ら
れ
て
ね
る
。
，時
間
分
析
表
、
原
價
分
析
表
給
付
分
析
；表
:'
原

償

及

’
原

車

• 

• 

.. 

.

.

. 
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- 

• 

J .
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位
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莪
と
な
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ゐ

る
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時 問
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4

_ 閥 * __ry介て

經 營  

時 間 度

%
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7 6

時
間
分
析
に
於
.い
て
は
、.ハ
ン
マ
1
時
間(

H 

¥
以
，つ
，て
準
備
：時

間

C
.G
日bauze
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鍛
造
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ノ
 

•

.••
.
.
.
.
.
.

:
:踭

間

忙

赞

ち

：、
：
；
だ

：

^
マ
：:1
.時

：
間

：
に
：
手

待

^

す
る
。
標
準
休
满
時
間
を
加
へ
て
經
營
時
'
i

(

B)

と
し
、
こ
れ
に
休
業
時
間
だ
加
へ
た
る
も
の 

を

以

つ

て

總

、時

間
-0)

と
す
’る
0
更

に障
！
：f

間
を
汾
類
し
て
材
料
不
足
、
' 
ハ

ン
マ
ー
障

、
、
嫩 

.障
碍
、に
分
類
し
て
別
|佩
に
調
査
し
て
ゐ
る
。 

•

.

、

次
.に
給
付
分
机
表
は
，上
，表
に
示
す
如
き
も
の
で
ぁ
り
、
特
.に
說
明
を
要
し
な
い
>
者
べ
.る
。
 

■次
に
原
價
•原
單
i

合
計
算
は
こ
れ
^
一
一
部
;̂
な
し
、
.第
一
部
ば
、，銀
造
工
場
全
體
.に
つ
い 

て
.計
箅し
*:

第
二
部
は
個
別
計
算
を
行
ふ
。

.
.

第
一
部
針
鮮
に
就
い
て
觅
る
と
、
.原
價
.計
箅
±1
.
-̂
間

接

費

關

係

の

も

：の
.
、
み
を
集
計

し

て

ゐ 

る
o
と
れ
は
‘旣

に
給
付
分
析
表
に
於
い
て
加
工
'材
料
總
額
及
か
、
且
'つ
.直
接
勞
務
•時

間

及

質

銀 

•
總
額
は
氣
簿
せ
ち
れ
'>
务

單

位

生

菝

量

.當

り

を

針

弊

し

.て
も
何
.等
の
意
味
を
持
つ
て
ゐ
な
い
か 

ら
4
ぁ
■る
。

而
し
て
、
本
表
の
後
_

|

賦
|
位
.當
り
物
量
及
，原
馏
;̂

計
笕
’が

ぁ
る
が
こ
.れ
は 

後
に
各
，ハ
y'
マ，1
當
り
原
價
及
物
量
訐
览
の
規
_
を
1
す
1

の
で
ぁ
ゝ
る
0

_

0て
本
表
に
於
い 

七
，は
、
脱
價
要
素
ノ
總
歸
價
及
物
量
、
配
賦
單
位
當
原
價
及
び
翁
糞
親
を
計
上
す
る
。
第
ニ
部
：
 

、に
於P

は
第一

•銥
澈
箅
に
隨
つ
^

先
ヴ
各
ハ
ン
マ
ー
常
り
。
原
價
及
物
量
を
集
計
し
，
次
い 

で
第1

1表
に
於
，い
べ
务
’
< 
ン
マ
I

の
註
文
別
針
弊
令
行
，つy

ゐ
，る
。
こ
：の
'點
.は
#

通
の
：
原

顧

計 

算
菝
と
大
，差
な
き
故
’に
'敢
ち
說
明
1:
.る
:̂
要
.は
な
以
？

、

\
.
.
' 

_

’照
^'
位
訃
斯
亂
L

す
る
^
干
の
母
察
.

.

V
, 

. 

■
.
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：
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原
単
位
計
算
制
度
に
關
す
る
荇
干
，の
考
察
-

八

(

八
叫
八〕

尙
ほ
か
X
る
針
®:
.例
は
具
體
的
數
字
.を
用
ふ
る
こ
と
に
^
つ
て
興§

相
互
の
關
聯
を
明
瞭
な
ら
し
め
得
各
の
で
あ
る
が
f
i
に
は
そ

.

.
の
餘
自
も

な

い

か

，
ら

し

て

、

_
て
、
'本
委
員
會
に
淤
け
る
調
査
の
全
體
の
結
果
を
譯
出
し
近
い
將
來
に
刊
行
ず
る
豫
定
で
あ
る
。 

a
m
w
^
x 

ノ
ぃ
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,

•T
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
；‘

『

國
•#
論』

は
、
ス
ト
ラ
ア
ン
、
カ
デ
ル
父
子
、
及
び
碾
•
デ
ヴ
、ィ
ス
に
よ
つ
て
出
さ
れ
た
偷
敦
扳
を
正
統
と
す

. 

.

.

.

.

. 

-
-
.
.
.
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f 

.
 
.
 

■̂
 
.
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.
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.

れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
.出
版
紫
に
よ
る
も
の
は
と
れ
•を
異
版
と
稱
す
べ
く
、
著
者
の
許
諸
な
，̂
1»
て
出
版
さ
れ
た
も
.の
は
、
鵂
版
と
な
す 

ベ
、く
、
そ
の
夥
し
い
版
數
は
、
鄕
國
に
於
け
る
思
想
界
‘の

指
導
的
，役

割

.̂
表
徵
す
る
。
註
そ
し
て
'ま
た
し
の
國
内
に
於
け
る
夥
し
い
出 

、版
が
'そ
の
後
世
へ
の
■影

響
を
示
す
も
の
と
す
れ
.ば
、
國
外
へ
.の
反
響
は
、
正
に
そ
の
.翻
_
窗
が
ヒ
れ
•を
反
映
す
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

.
“註

三
W
學
會
雜
誌
、
紙
一

1

一
十
六
.卷
、
第
九
號
、
'小
稿

1國
，富
論
書
誌
し
，
，，
，
•
’
，
..

:

:

 

...

二
七
七
六
年「

國
富
論」

が
出
版
さ
れ
方
時
、
ス
ミ
ス
，の
周
圍
の
人
達
は
、そ
れ
が
»
が
て
卿
蘭
西
語
に
移
さ
れ
、る
ヒ
と
を
期
澈
し
た
.

，(

び

抑

^

ぬ

が̂

%

_

0ぬ

- |
が
ー)

。
し

亡

そ

Q

f

Mぃ
外
國
I

佛

醫

S

さ
れ
な
く

て
、
獨
逸
語
で
公
に
さ
れ
た
。
後
に
述
べ
る
J
.
F
•
シ
ラ
ア
の
譯
が
そ
也
で

•あ
る
o
、怫
蘭
西
.で
ば
前
'ぬ「

道
德
俏
操
論」

の
翻
譯
を
出
- 

し
於
こ
と
も
あ
る
ブ
ラ
ヴ H 

が 

一
七
七
九
年1

月
よ
り
翌
年
十
二
月
ま
で「

農
業
商
業
財
政
及
び
藝
術
新
聞
'Journal̂

agriculture, 

c
o
m
m
e
r̂

, s
n
s
c
e

 et‘arts •

に

國

富

諭

の

翻

譯

灰

連
！！

し
た
.
oこ
の‘

翻
！！

は
二
七
八
一
年
及
び
一
.
七

八

ん

奔

に

匿

名

で

單

行

本

に

織 

，

-
‘ 

-

1

3

M

論』

,

.

V
. 

:

'

で

.

.

六
.
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八
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